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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
問　

秩
父
産
木
材
を
使
っ
た
木
造
住
宅

に
補
助
金
制
度
は
で
き
な
い
か
。

答　

秩
父
産
木
材
を
利
用
し
た
木
造
住

宅
の
補
助
は
、
利
用
促
進
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
。
秩
父
市
独
自
の
支

援
体
制
に
つ
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問　

体
験
宿
泊
の
で
き
る
木
造
住
宅
の

建
設
は
。

答　

体
験
宿
泊
は
、
秩
父
産
木
材
利
用

エ
コ
ハ
ウ
ス
の
普
及
に
大
き
な
期
待
が

で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
エ
コ
タ
ウ

ン
構
想
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

●
市
民
の
健
康
増
進
施
策
に
つ

い
て

問　

秩
父
市
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
推
進

し
て
い
る
ペ
タ
ン
ク
の
大
会
の
誘
致
、

市
内
全
域
の
啓
発
活
動
を
。

答　

８
月
に
行
わ
れ
た
関
東
北
信
越
大

会
み
た
い
な
大
き
な
大
会
は
地
域
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
、
ペ
タ
ン
ク
愛
好
者

の
増
加
に
も
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い

る
。
ペ
タ
ン
ク
連
盟
と
協
議
を
行
い
、

関
東
・
東
日
本
・
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大

会
を
誘
致
し
て
い
く
。

問　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
手
帳
の
発
行
は
で

き
る
か
。

答　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
運
動
不
足
の
解

消
な
ど
、
有
酸
素
運
動
の
１
つ
と
し
て
、

最
も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

現
在
、
市
で
は
手
帳
・
カ
ー
ド
等
は
発

行
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
カ
ー
ド
を

試
作
し
、
希
望
す
る
市
民
の
方
々
に
配

布
を
行
う
な
ど
を
協
議
し
取
り
組
み
を

始
め
て
い
く
。

●
市
報
に
捨
て
ネ
コ
・
犬
等
の

禁
止
罰
則
の
広
報
を

問　

禁
止
・
罰
則
に
つ
い
て
市
報
の
欄

外
に
継
続
的
に
掲
載
が
で
き
な
い
か
。

答　

で
き
る
だ
け
頻
繁
に
、
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
広
報
し
て
い
く
。

◎
小
水
力
発
電
に
つ
い
て

●
聖
地
公
園
の
管
理
運
営
に
つ

い
て

問　

共
同
納
骨
堂
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

施
設
の
老
朽
化
や
社
会
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
事
業
内
容
の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
長
期
的
視

点
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
る
。

問　

芝
生
墓
地
の
防
火
対
策
は
。

答　

消
火
栓
、
防
火
水
槽
等
対
策
の
調

査
・
研
究
を
進
め
、
特
に
特
別
支
援
学

校
側
の
芝
生
墓
地
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
食
品
放
射
能
測
定
に
つ
い
て

問　

放
射
能
・
放
射
線
か
ら
子
ど
も
を

守
る
こ
と
は
、
全
庁
横
断
的
取
り
組
み

と
し
て
進
め
る
べ
き
だ
。
と
り
わ
け
、

子
ど
も
の
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ
手
立
て

を
講
じ
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
る
。「
地

方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
」
を
活

用
し
た
食
品
放
射
能
測
定
器
購
入
は
可

能
か
。

答　

指
摘
の
交
付
金
を
活
用
し
て
の
購

入
は
出
来
な
い
が
、
測
定
器
購
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
前
向
き
に
検
討
す
る
。

●
市
役
所
本
庁
舎
建
設
問
題
に

つ
い
て

問　
「
大
破
」
と
さ
れ
た
本
庁
舎
被
災

度
判
定
調
査
内
容
の
周
知
・
理
解
は
、

具
体
的
に
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す

る
と
と
も
に
閲
覧
希
望
者
に
は
い
つ
で

も
調
査
内
容
を
公
開
す
る
。
ま
た
希
望

者
に
は
本
庁
舎
内
も
案
内
す
る
な
ど
し

て｢

大
破｣

の
実
態
の
理
解
を
求
め
る
。

問　

市
長
は
こ
の
間
、
各
地
で
「
現
在

地
に
本
庁
舎
と
市
民
会
館
を
合
築
で
建

替
え
る
」
と
、
あ
た
か
も
既
定
事
実
で

あ
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
し
て

い
る
が
、
前
の
め
り
発
言
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
し
、
市

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す
中
で
の
発
言

で
、
指
摘
に
は
あ
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

秩
父
産
木
材
普
及
に
つ
い
て

公
明
党　

大
久
保　
　
　

進

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
め
ざ
し
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

斎　

藤　

捷　

栄

ペタンクの練習風景

被災度判定で「大破」と診断された本庁舎
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
問　
「
猛
暑
の
中
、
学
童
保
育
室
で
エ

ア
コ
ン
の
使
用
が
制
限
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
が
心
配
」
と
聞
い
た
。
小

学
校
区
ご
と
に
学
童
保
育
室
の
整
備
が

図
ら
れ
た
今
、
改
め
て
学
童
保
育
室
の

意
義
と
あ
り
方
・
現
状
と
課
題
を
問
う
。

答　

学
童
保
育
室
は
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
支
援
・
児
童
の
健
全
育
成
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
４
年
生
以
上

の
待
機
児
童
数
は
22
人
。
エ
ア
コ
ン
の

使
用
に
つ
い
て
は
、
数
値
に
よ
る
制
限

は
行
わ
ず
、
児
童
の
健
康
面
を
最
優
先

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
今
後
も
、

よ
り
一
層
現
場
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、

学
童
保
育
室
の
充
実
に
努
め
る
。

●
地
域
活
性
化
「
メ
ガ
合
コ
ン
」

の
開
催

問　

自
治
体
が
関
わ
る
こ
と
で
安
心
感

を
生
み
、
各
地
で
自
治
体
が
後
援
す
る

地
域
活
性
化
大
規
模
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
街
コ
ン
」
や
「
メ
ガ
合
コ
ン
」
が
盛
況
。

秩
父
市
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は
。

答　

開
催
で
き
る
よ
う
、
商
工
会
議
所

や
青
年
会
議
所
、
飲
食
店
組
合
な
ど
に

提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
旧
県
立
秩
父
東
高
校
施
設
の

利
活
用

問　

旧
東
高
校
施
設
を
見
て
、
比
較
的

新
し
い
「
記
念
館
」
や
「
格
技
場
」
ま

た
「
体
育
館
」
は
、
そ
れ
程
手
を
加
え

ず
に
利
用
可
能
と
と
れ
た
。
今
、
市
役

所
機
能
の
荒
川
総
合
支
所
等
へ
の
再
配

置
や
、
伝
承
館
か
ら
文
化
活
動
や
生
涯

学
習
の
場
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
市
民
に

大
変
不
便
を
か
け
て
い
る
中
、
当
面
の

策
と
し
て
、
か
か
る
費
用
を
で
き
る
だ

け
抑
え
な
が
ら
旧
東
高
校
施
設
の
一
部

を
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

答　

旧
東
高
校
を
所
管
す
る
財
務
部
と

し
て
は
、
現
状
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
み
利

用
）
の
ま
ま
管
理
を
続
け
て
い
く
方
向
。

問　

過
徴
収
に
よ
る
税
の
返
還
が
全
国

で
発
生
し
て
い
る
が
市
の
担
当
職
員
の

研
修
等
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答　

県
や
県
税
事
務
所
、
シ
ス
テ
ム
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
。

問　

滞
納
者
の
現
状
は
。

答　

平
成
21
年
度
１
２
１
７
人
、
平
成

22
年
度
１
２
０
２
人
、
今
年
度
１
１
８

５
人
の
状
況
で
あ
る
。

問　

地
方
税
法
に
、
毎
年
現
地
調
査
す

る
こ
と
、
と
あ
る
が
実
施
し
て
い
る
か
。

答　

全
部
は
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

●
国
保
税
に
つ
い
て

問　

年
収
２
５
０
万
、
家
族
４
人
、
子

ど
も
２
人
、
30
才
代
の
国
保
税
の
金
額

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
県
で
何
番
目
か
。

答　

固
定
資
産
税
５
万
円
の
場
合
の
金

額
は
、
27
万
６
５
０
０
円
で
、
平
均
は

12
万
５
千
円
、
県
内
で
は
低
い
方
か
ら

５
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

問　

滞
納
に
よ
る
６
か
月
の
保
険
証
の

交
付
件
数
は
何
世
帯
く
ら
い
か
。

答　

11
月
末
の
交
付
は
２
５
６
世
帯
。

問　

国
保
税
の
滞
納
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

今
年
度
の
滞
納
繰
越
分
の
調
定
額

は
約
７
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　

空
き
家
の
調
査
を
し
て
い
る
か
。

答　

市
で
は
今
ま
で
実
態
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
調
査
方
法
を
検
討
し
実
態

把
握
に
努
め
た
い
。
平
成
20
年
の
国
の

調
査
で
は
市
の
空
き
家
は
５
７
８
０
戸
。

問　

防
犯
、
防
災
な
ど
の
面
か
ら
管
理

条
例
制
定
を
強
く
望
む
が
ど
う
か
。

答　

放
置
空
き
家
が
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
核

家
族
化
な
ど
に
よ
り
空
き
家
増
加
が
予

想
さ
れ
る
た
め
各
課
と
連
携
し
条
例
制

定
を
検
討
し
た
い
。

学
童
保
育
室
の
意
義
と
課
題

金　

崎　

昌　

之

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

新
風　

上　

林　

富　

夫

活用が待たれる旧東高施設

地方税法の規定
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
問　

９
月
４
日
に
秩
父
市
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
が
、
訓
練
の
目
的
、
実
施

状
況
、
訓
練
の
結
果
と
講
評
は
。

答　

従
来
の
防
災
訓
練
は
、
行
政
、
消

防
、
警
察
、
公
共
事
業
者
間
の
連
携
を

内
容
と
し
た
「
行
政
主
導
型
」
の
防
災

訓
練
だ
っ
た
が
、
災
害
時
に
お
け
る
自

助
、
共
助
の
重
要
性
と
多
く
の
市
民
の

参
加
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
18

年
度
か
ら
各
町
会
お
よ
び
自
主
防
災
・

防
犯
組
織
が
中
心
と
な
り
、
地
元
消
防

団
等
の
協
力
に
よ
り
「
市
民
に
よ
る
手

作
り
の
防
災
訓
練
」
と
し
て
、
市
内
各

地
域
で
実
施
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
地
震
災
害
と
土
砂
災

害
を
想
定
し
て
、
訓
練
の
実
施
計
画
書

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

訓
練
内
容
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
、
町
会
内
の
緊
急
連
絡
網
等
を

活
用
し
た
情
報
伝
達
、
避
難
場
所
ま
で

安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
訓
練
、
消
火

器
や
消
火
栓
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練

応
急
処
置
、
救
出
訓
練
、
炊
出
し
訓
練
、

土
の
う
積
み
等
の
水
防
訓
練
、
危
険
箇

所
の
点
検
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
を
立
て
る
際
に
は
、
地
元
消
防

団
に
相
談
、
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
依
頼
を
し
て
い
る
。

　

防
災
訓
練
実
施
後
、
訓
練
実
績
報
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
年

度
は
、
防
災
訓
練
の
日
が
台
風
12
号
の

影
響
で
実
施
を
見
合
せ
た
町
会
も
あ
っ

た
が
、
63
町
会
５
千
６
百
人
の
市
民
が

参
加
し
た
。
実
情
報
告
書
を
参
考
に
防

災
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
検
証
す
る
。

◎
市
役
所
本
庁
舎
、
市
民
会
館
建
替
え

◎
行
財
政
改
革
の
推
進

◎
秩
父
市
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
推
進

問　

広
域
行
政
の
推
進
。
火
葬
場
の
早

期
改
築
は
、
ど
う
か
。

答　

現
在
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
聖
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
第
１
候

補
と
し
て
建
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
は
昨
年
８

月
に
現
在
地
隣
接
の
市
営
馬
場
で
の
建

て
替
え
を
断
念
し
広
域
組
合
で
用
地
選

定
作
業
を
進
め
13
か
所
の
候
補
地
を
選

定
し
、
そ
の
中
か
ら
聖
地
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
第
１
候
補
地
と
し
て
平
成
23
年

２
月
の
秩
父
広
域
組
合
理
事
会
で
決
定

し
、
秩
父
広
域
組
合
議
会
全
員
協
議
会

で
説
明
を
行
っ
た
。
隣
接
す
る
埼
玉
県

立
秩
父
特
別
支
援
学
校
や
隣
接
す
る
各

町
会
会
長
や
横
瀬
町
区
長
に
報
告
し
た
。

　

７
月
に
中
宮
地
町
会
長
か
ら
「
斎
場

建
設
反
対
の
申
し
入
れ
書
」
が
提
出
さ

れ
、
９
月
に
「
秩
父
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
」
か
ら
「
学
校
に
隣
接
し
て
火
葬
場

を
建
設
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
お

願
い
」
が
提
出
さ
れ
た
。
７
月
下
旬
か

ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
、
上
宮
地
町
と

中
宮
地
町
を
除
く
町
会
、
行
政
区
の
役

員
等
に
対
し
て
、
候
補
地
選
定
の
経
緯

と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
。現
在
は
、「
火
葬
場
整
備
基
本
計
画
」

の
策
定
と
あ
わ
せ
、
説
明
資
料
の
作
成

を
進
め
て
準
備
が
で
き
次
第
、
特
別
支

援
学
校
お
よ
び
、
関
係
町
会
・
行
政
区

の
役
員
に
対
し
て
説
明
会
を
開
催
し
理

解
を
求
め
て
い
く
。
火
葬
場
の
早
期
建

設
は
市
民
ニ
ー
ズ
や
関
心
度
が
非
常
に

高
い
の
で
、
秩
父
広
域
組
合
と
協
力
し

正
確
か
つ
継
続
的
な
情
報
提
供
を
行
う

た
め
、
よ
り
一
層
積
極
的
な
広
報
活
動

を
行
う
よ
う
強
く
要
請
し
て
い
く
。

秩
父
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

荒　

船　
　
　

功

平
成
24
年
度
市
民
ク
ラ
ブ
政
策
提
言

市
民
ク
ラ
ブ　

浅　

海　
　
　

忠

防災訓練の様子

新火葬場建設予定地の
聖地公園グラウンド

現在の火葬場
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
問　

吉
田
幹
線
８
号
線
（
一
本
杉
峠
）

の
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

答　

今
年
８
月
に
、
期
成
同
盟
会
総
会

を
開
催
し
、
秩
父
市
と
小
鹿
野
町
と
の

協
議
を
行
っ
た
。
西
関
東
連
絡
道
、
ま

た
、
小
鹿
野
中
央
病
院
へ
通
じ
る
重
要

な
道
路
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
も
期

待
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
路

線
の
再
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。　

問　

森
林
管
理
道
の
整
備
に
つ
い
て
。

答　

森
林
管
理
道
白
岩
線
・
女
形
線
・

小
川
線
お
よ
び
開
設
中
の
粟
野
山
線
な

ど
が
、
路
面
の
傷
み
が
酷
い
と
把
握
し

て
い
る
。
補
助
金
や
辺
地
債
等
、
有
利

な
財
源
の
確
保
を
図
り
、
未
舗
装
路
線

の
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
粟
野
山
線
開
設
後
の

阿
熊
室
久
保
地
区
へ
の
延
伸
計
画
で
は
、

国
の
新
た
な
森
林
政
策
の
基
本
方
針
を

模
索
中
で
、
森
林
受
給
率
50
％
を
目
指

し
、
今
後
10
年
間
を
目
処
に
低
コ
ス
ト

で
崩
れ
に
く
い
作
業
道
を
主
体
と
し
た

整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

吉
田
保
育
所
の
改
築
に
つ
い
て
。

床
・
ひ
さ
し
の
傷
み
に
つ
い
て
早
急
な

対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

保
育
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
指
摘

場
所
以
外
に
も
修
繕
が
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
早
急
な
補
修
を

行
い
対
応
し
た
い
。

問　

龍
勢
祭
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
。

仮
設
ト
イ
レ
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
直
通

バ
ス
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
充
実
、
駐
車

場
の
確
保
、
一
般
席
の
検
討
等
。

答　

土
地
所
有
者
、
保
存
会
等
の
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
、
充
実
と
拡
大
を

図
っ
て
い
く
。

問　

各
地
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
現
在

あ
る
広
場
を
、
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
ペ
タ
ン
ク
で
有
効
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
市
民
の
健
康
増
進
や
親
睦
、
さ
ら

に
は
大
き
な
大
会
を
誘
致
で
き
れ
ば
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
と
思
う
。「
ペ
タ

ン
ク
日
本
一
の
ま
ち
秩
父
」
を
目
指
そ

う
。
市
の
考
え
を
う
か
が
う
。

答　

ペ
タ
ン
ク
連
盟
の
努
力
に
よ
り
、

県
内
随
一
の
ペ
タ
ン
ク
人
口
に
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
町
会
に
よ
り
、
未
だ

市
民
大
会
に
も
参
加
さ
れ
な
い
町
会
が

あ
る
の
で
、
さ
ら
に
普
及
に
努
め
た
い
。

　

８
月
に
、
荒
川
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
関
東
北
信
越
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
、
１
都
９
県
か
ら
２
４
０
人
の

参
加
者
が
あ
り
、
そ
の
内
１
２
０
人
が

宿
泊
を
伴
う
参
加
で
あ
っ
た
。
大
会
当

日
は
、
秩
父
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
も
警
笛
を
鳴

ら
し
参
加
者
を
激
励
し
た
。
参
加
者
に

感
動
を
与
え
、
秩
父
の
良
い
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
で
き
た
。
そ
の
他
、
秩
父
市

長
杯
・
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
等
で
多
く

の
市
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
育
っ

て
き
た
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
少
し
の
ス
ペ
ー
ス
で
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
市
民
が

参
加
で
き
る
競
技
で
、
ま
さ
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
今
後
、
ペ
タ
ン
ク
日

本
一
を
目
指
し
振
興
し
て
い
き
た
い
。

◎
医
療
・
福
祉
行
政
の
さ
ら
な
る
推
進

◎
有
害
鳥
獣
問
題
（
カ
ラ
ス
の
被
害
）

◎
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

◎
秩
父
市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

「
市
民
ク
ラ
ブ
政
策
提
言
」「
吉
田
地
区
」
よ
り

市
民
ク
ラ
ブ　

竹　

内　

勝　

利

ペ
タ
ン
ク
日
本
一
の
ま
ち
を
目
指
せ

市
民
ク
ラ
ブ　

江　

田　

治　

雄

吉田幹線８号線　一本杉峠

市民ペタンク大会の１コマ


